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中学校　国語　　慣用句⑧ 　～「気」を用いたもの～
（　　　）年（　　　）組（　　　）番　名前（　　　　　　　　　　　　　　）
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一　慣用句には「気が（を）～」という形で使われるものがあります。　


（　　）に入る最も適切な言葉を下の語群から選び書き入れなさい。


（１０点×８問）





雨の日が続き、気が（　　　　　）。








テレビを付けながら勉強すると、気が（　　　　　）。








弟は、気に（　　　　）ことを何度も私に言う。








仕事で忙しい仲間に用事を頼むのは、気が（　　　　　）。








忙しい父は、気が（　　　　　）時がない。　








保育園実習で幼い子の動きに気を（　　　　　）。　　








彼は幼なじみなので、気が（　　　　　）。　








いつも決まった時間にお茶を入れてくれるなんて、気が（　　　　　）人だ。　











二　次の慣用句を使って短文を作りなさい。（１０点×２問）





　


「気が置けない」














「気がとがめる」※自分のしたことを悪かったと思い、後ろめたさを感じること








　　











